
　

No. 競技会 期日 場所 種目数 参加校･競技者数 備考

1
2017日本学生陸上競技個人選手権大会
兼第29回ﾕﾆﾊﾞｰｼｱｰﾄﾞ競技大会(2017/ﾀｲﾍﾟｲ)
日本代表選考競技会

2017年
6月9日(金)～11日(日)

Shonan BMWｽﾀｼﾞｱﾑ平塚
＊ﾊﾝﾏｰ投げ/東海大学

男子18
女子18

124校…774名
105校…600名

大会新（31）大会ﾀｲ（1）
ｽﾎﾟｰﾂ振興基金助成金事業
第29回ﾕﾆﾊﾞｰｼｱｰﾄﾞ競技大会(2017/ﾀ
ｲﾍﾟｲ)の最終選考競技会として実施

2
（2017オールスターナイト陸上）
秩父宮賜杯
第57回実業団･学生対抗陸上競技大会

2017年7月22日(土)
平塚市
Shinan BMWｽﾀｼﾞｱﾑ平塚

男子10
女子10

54名
54名
(ｵｰﾌﾟﾝ5名)

実業団206点　男子93点　女子113
点
学生　187点  男子104点　女子83
点
総合優勝ﾁｰﾑ：秩父宮賜杯、
内閣総理大臣杯
男子優勝ﾁｰﾑ：文部科学大臣杯
女子優勝ﾁｰﾑ：厚生労働大臣杯
大会新（6）

3
天皇賜盃
第86回日本学生陸上競技対校選手権大会

2017年
9月8日(金)～10日(日)

福井運動公園陸上競技場
男子22
女子22

133校…1100名
118校…895名

男子優勝校　日　大（99点）
女子優勝校　日本体育大（66点）
日本新（1）日本学生新（2）
大会新（9）大会ﾀｲ（1）
ｽﾎﾟｰﾂ振興基金助成金事業

4 第29回出雲全日本大学選抜駅伝競走
2017年
10月9日(月･祝)

出雲市
45.1km　6区間

国内…20ﾁｰﾑ
海外…1ﾁｰﾑ

優勝　東海大　　　2時間11分59秒
2位 　青山学院大　2時間13分32秒
※優勝ﾁｰﾑには内閣総理大臣杯、
文部科学大臣賞を授与

5 第35回全日本大学女子駅伝対校選手権大会 2017年10月29日(日)
仙台市
38.0km　6区間

国内･25校+1ﾁｰﾑ
(東北選抜)

優勝：名城大2時間05分15秒（12年
ぶり2回目）
2位 　大東文化大　2時間05分50秒
※優勝ﾁｰﾑ：文部科学大臣杯を授与

6
秩父宮賜杯
第49回全日本大学駅伝対校選手権大会

2017年11月5日(日)
名古屋市～伊勢市
106.8km　8区間

国内･25校+2ﾁｰﾑ
(東海選抜/全日
本大学選抜）

優勝　神奈川大　　5時間12分49秒
（20年ぶり3回目の優勝）
2位 　東海大　　　5時間14分07秒

7 2017全日本大学女子選抜駅伝競走 2017年12月30日(土)
富士市・富士宮市
43.4km 7区間

国内…20ﾁｰﾑ
+1(静岡県・浙江
省学生選抜)

優勝　立命館大　　2時間23分46秒
2位 　東京農業大　2時間25分30秒
※優勝ﾁｰﾑ：文部科学大臣杯を授与

8 第21回日本学生ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ選手権大会 2018年3月4日(日) 立川市 973名（Finish）
優勝：梶谷瑠哉(青山学院大)
1時間03分20秒

9 第12回日本学生20km競歩選手権大会 2018年3月18日(日) 能美市
男子…71名
（Finish）
女子…24名

男子優勝
及川⽂隆(東洋大)1時間21分32秒
女子優勝
吉住 友希(千葉県立保健医療大)
1時間35分52秒

10 第21回日本学生女子ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ選手権大会 2018年3月18日(日) 松江市 73名
優勝：水口瞳(大阪学院大)
1時間12分34秒

11 2017年日本学生記録年鑑の発行 2018年3月31日発行

No. 競技会等 期日 場所

1 2017日本学生陸上競技個人選手権大会
2017年
6月9日(金)～11日(日)

Shonan BMWｽﾀｼﾞｱﾑ平塚
＊ﾊﾝﾏｰ投げ/東海大学

2
秩父宮賜杯
第70回西日本学生陸上競技対校選手権大会
第39回北日本学生陸上競技対校選手権大会

　
6/30(金)～7/2(日)
7/1(土)～7/3(月)

広島広域公園陸上競技場
福島県県営あづま競技場

3 2017香港インターシティー大会
2017年
6月24日(土)～25日(日)

Tseung Kwan
O sports Ground

4 第29回ﾕﾆﾊﾞｰｼｱｰﾄﾞ競技大会(2017/ﾀｲﾍﾟｲ)
2017年
8月23日(水)～28日(月)

台湾・台北市

公益社団法人日本学生陸上競技連合　2017年度（平成29年度）事業報告
(1)　公１＜競技会＞

(2)　公２＜育成＞

備考

チャイニーズタイペイ(TPE)の学生選手招待(国際交流)

日本学連が共催。
競技者育成を目的とし、補助金として北日本ｲﾝｶﾚに50万円、
西日本ｲﾝｶﾚに80万円

選手5名役員2名学連幹事1名　男子選手3名（重藤/香川大、
川満/岐阜経済大、小原/立命館大）
女子2名(安井/大阪成蹊大、浅野/東海学園大)
役員：黒須/理事・東海学園大、野崎/香川大、宮崎/日本学
連　　　　　　　　　※日本陸連U23の予算にて実施

1000部発行　主催競技会の記録、2017年50傑、歴代10傑　他

日本オリンピック委員会派遣事業
長距離種目、混成競技以外は2017日本学生陸上競技個人
選手権大会で選考－　選手38名、役員(監督、コーチ、
トレーナー、ドクター)15名　総計53名　＝JOC承認の数
メダル数：金メダル７，銀メダル２，銅メダル７、
総計16個（史上最多）　　　入賞者数：10。



　

5
７ヒルズ・ロードレース2017
(海外ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ派遣)

2017年11月19日
オランダ
ナイメーヘン市

6 競技力向上のための巡回指導
2018年
2月26日(月)～28日(水)

ｺｶ･ｺｰﾗｳｴｽﾄ広島総合グ
ランド陸上競技場

7 学生審判員研修会 講師派遣(東海学連)

8 2018クロカン日本選手権（日本学連共催） 2018年2月24日(土)
福岡市/海の中道海浜公
園男子12km,女子8km

9
東京マラソン2018
準エリートの部への選手推薦

2018年2月25日(日) 東京

10
日本学生陸上フォーラム2017
（第62回指導者会議）

2018年3月4日(土) 中央大学駿河台記念館

11 新規Ｂ級審判員資格認定 各地

12
日本新記録・日本学生新記録　諸記録章
（栄章）贈与式

2018年3月4日・30日 東京

13 ドーピング・コントロール・テスト　 5回 各地

14
知っておきたい
アンチ・ドーピングの知識2018発行

2018年1月1日 日本学連ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに公開

No. 事業 期日･回数 場所

1 2017年日本陸上競技学会共催
2017年
12月17日(土)/18日(日)

名桜大学
（沖縄・名護市）

2 研究調査『陸上競技研究』の発行 年4回　109号～112号

No. 事　　　業 期間･回数等

1 理事会の開催 年5回

2 社員総会の開催 年1回

3 会員の入会受付 2017年度

4 公認競技会開催申請及び記録公認申請 2017年度

5 会報の刊行 3回

6 ホームページの運営・公開 随時

7 学生役員会議
2017年6月4日(土)
2017年12月9日（土）

8 第43回学生幹部役員研修会
2017年3月1日(木)～
3月3日(土)

9 学連情報の掲載 毎月

3日間の開催（東京）　　参加対象：平成30年度各地区学連三役

『月刊陸上競技』に掲載(各地区ﾍｯﾄﾞｺｰﾁ、地区選出理事、専門委員長などが執筆)

(ISSN 0919-9918)日本学連調査研究委員会
6/30、9/30　12/31、3/31発行
※平成28年度ｽﾎﾟｰﾂ振興くじ助成金事業

各回　1,000部(名誉会員、正会員、役員、地区学連加盟校に配布)

事業計画、事業報告、計算書類等の公開、競技会等に関する情報提供、等

平成29年度 ユニバーシアード強化研究会として開催。
テーマ：ユニバーシアード台北2017の検証と今後の課題/
次回ユニバーシアード競技大会2019に向けて
コーディネーター　船原 勝英 （指導者会議運営委員）
演者：（総轄）栗山佳也 氏（強化委員長）、 安井年文（強
化委員会、短距離・ハードル部）、米田勝朗（強化委員会、
中・長距離部）、森長正樹（強化委員会、跳躍部）、　岡田
雅次 （強化委員会投てき部）

(4)法人管理部門＜組織力管理＞

摘　　　要

第28回(5月20日）　第29回（6月4日）　第30回(9月7日)　　第31回（12月9日）
第32回（3月3日）

第9回定時社員総会(6月4日)、　　

名誉会員 41名　　正会員 134名
普通会員(学生)20,780名　対前年+90　(男子 15,763名　女子 5,017名)

(3)　公３＜調査研究＞

備考

第16回大会

検査実施大会（日本学生個人,日本IC、実業団・学生対抗陸
上,　　　　出雲駅伝、杜の都駅伝）

男子最高：西山和弥(東洋大) 学生1位　連合杯獲得
※ 29分58秒(日本選手権3位）
女子最高： 棟久由貴(東京農大) 学生1位　連合杯獲得
※26分44秒(日本選手権4位)

派遣選手：
男子/松尾淳之介、阪口竜平、館澤享次(以上東海大)
太田智樹（早稲田大）
女子/古谷奏(松山大)、棟久由貴(東京農大）五島莉乃(中央
大)　佐藤成葉（立命館大）、加世田梨花（名城大）
団長：外園　隆、コーチ：米田勝朗（名城大）、
西出仁明（東海大）、総務：飯塚啓子（日本学連）

地区学連からの要請によりスターター、出発係、跳躍審判
員、　　　　　　　投てき審判員、監察員　等

講習会は地区学連が開催

2018東京ﾏﾗｿﾝにﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ（学生選手権）成績上位者及び
地区学連からの推薦者　　男11名女2名計13名出場

2回開催（東京）　　参加対象：各地区学連幹部学生役員

日本学連傘下の団体の公認競技会開催受付/日本陸連申請　　（392競技会）対前年+6
日本学連傘下の団体の記録公認受付/日本陸連申請　　　　　（375競技会）対前年
+12

日本学連医事委員会編集

中国四国学連からの要請により強化合宿に講師派遣
（品田　直宏/岐阜経済大）

2017年　日本新記録章：桐生祥秀（100ｍ東洋大）、
日本学生新記録章：ヘンプヒル恵（中央大/7種競技）、
北村夢（日本体育大/800ｍ）、
斉藤真里菜（国士舘大/やり投）


